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要旨
研究概要を400字以内で記すこと。

	キーワード：5個以内

JAAL in JACET Proceedings, vol. 4 Authors’ Guidelines and Template

1. はじめに
　本テンプレートは、JAAL in JACET Proceedingsのために作成されたものである。Microsoft Word（2003以降）とPDFの2つの形式で保存したデータをJAAL in JACET 2023のウェブサイト上にて提出すること。締め切りは2024年1月5日（金）23時59分59秒（日本時間）である。いかなる理由であれ、締め切りを過ぎて提出された原稿は受理されない。

2. 原稿の形式
　ガイドラインを熟読した上で、本テンプレートを使用して作成すること。

2.1 形式
　A4サイズ（上下30mm、左右15mmの余白）で文章は両端揃え。ページ番号は挿入しない。本文は2段組とする。

2.2 フォント
　和文は「MS明朝」、英文は「Times New Roman」とし、文字の大きさは以下の表1の通りとする。
　本文の（　　）は全角で統一することとする。

[9pt] 表1
文字の大きさ
	Font Size
	Style
	Text

	16pt
	太字
	タイトル（最大3行、中央揃え）

	12pt
	
	著者名

	10pt
	イタリック
	著者の所属、メールアドレス

	10pt
	太字
	セクション見出し

	10pt
	
	要旨、本文、小見出し

	9pt
	イタリック
	図表タイトル

	9pt
	
	図表、注、謝辞、参考文献、付録


注. 必要であれば、ここに注を設けること。

3. 図表
　図表のタイトルは該当する図表の上に記すこと（Publication Manual of the American Psychological Association 第7版参照）。本文中で先に言及した図表のみを掲載する。図表に関しては、多色カラーでもよい。

[9pt] 図1
図のサンプル
[image: Macintosh HD:Users:kato44taka:Desktop:スクリーンショット 2020-04-24 11.01.57.png]
注. 必要であれば、ここに注を設けること。

4. 問い合わせ
　このテンプレートおよびガイドラインで解決しない疑問点に関しては、jaalproceedings@gmail.com に連絡のこと。2023年12月31日までの問い合わせには答えられるが、それ以降の質問には返答できないことがある。

[9pt] 注
1必要であれば、ここに注を設けること。
2 . . .

謝辞
　謝辞を含める場合は、注と参考文献の間に記すこと。

参考文献
　参考文献は、日本語、英語で区分けせず、混合のアルファベット順で記載し、Publication Manual of the American Psychological Association 第7版に従い、たとえば以下のように記すこと（以下では説明の便宜上「著書」や「論文」などのカテゴリーに分けているが、実際にはこのようなカテゴリー分けはせず、混合のアルファベット順で記載すること）。
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付録A. タイトル
必要であれば、ここに付録を設けること。

付録B. タイトル
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